
名古屋市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について

【現】市行動計画

【改定】市行動計画

新型コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえ、幅広い感染症による健康
危機に対応できるよう、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、新
型インフルエンザ等対策政府行動計画が令和6年7月に抜本的に改定された。
現行の名古屋市新型インフルエンザ等対策行動計画は平成26年3月に策
定されたが、政府行動計画や愛知県行動計画の改定を踏まえ、令和7年度中
に市行動計画の改定を行う。

1 経緯

2 本市行動計画の構成について

国から提供された市町村行動計画作成の手引きにある構成例をもとに改
定を進める。

3 市感染症予防計画との関係性

市新型インフルエンザ等対策行動計画改定にあたり、名古屋市感染症予防
計画（令和６年３月策定）と整合性を取る。

4 改定スケジュール（予定）

令和 ７年 ７月頃 愛知県行動計画改定が完了（見込み）
１１月頃 名古屋市感染症予防協議会
12月頃 所管事務調査

令和 ８年 1月頃 パブリックコメントの実施
3月頃 名古屋市行動計画改定

主な改定内容

対象疾患 新型インフルエンザが主な対象

発生段階
の考え方

レベル０（未発生期）、レベル１（海外発
生期）、レベル２（県内未発生期）、レベ
ル３（県内発生早期）、レベル４（県内感
染前期）、レベル５（県内感染期）、レベ
ル６（回復期）、レベル７（小康期）

対策項目

６項目
①実施体制、②サーベイランス・情報収
集、③情報提供・共有、④予防・まん延
防止、⑤医療、⑥市民生活・市民経済

対象疾患
新型コロナ、新型インフルエンザ以外
の呼吸器感染症も念頭に記載を充実

発生段階
の考え方

3期（準備期、初動期、対応期）

対策項目

１３項目に充実
①実施体制、②情報収集・分析、③サー
ベイランス、④情報提供・共有、リスク
コミュニケーション、⑤水際対策、⑥ま
ん延防止、⑦ワクチン、⑧医療、⑨治療
薬・治療法、⑩検査、⑪保健、⑫物資、
⑬市民生活・市民経済
※新規項目に下線

政府行動計画改定ポイントについては別紙参照

〇はじめに
目的・経緯等
〇総論
対策の総合的な推進に関する事項や県・関係機関等との連携に関する事項
〇各論
13項目に拡充させ、それぞれについて3期（準備期・初動期・対応期）に分け
て対策を記載
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